
１．まえがき 

 グローバル化の進展や人口減少社会への突入に伴い，中

農林業，地場産業の衰退や住民人口の少子高齢化など山間

地域における諸課題は極めて危機的な状況にある (1)．特に

東北地方太平洋沖地震をはじめとする相次ぐ大震災の発

生はこの状況を一層加速しつつある (2)． 

山村地域の危機を乗り越える方策の一つとして，2013

年 6 月に閣議決定された第 2 期教育振興基本計画 (3)のな

かでは，日本の強みである「人の絆」や基礎的な知識技能

の高さなどの強みを活用し，学校や社会教育施設等を地域

の振興に貢献するコミュニティの中核として位置付け，地

域社会への自律的な参画を拡大する，生涯学習社会の形成

を提案している． 

このような中で，2014 年度に 1 つのまちづくり企画と

して，豊田工業高等専門学校の学生および教職員により

「豊田高専ドミタウン(以下，ドミタウン)」が立案された．

ドミタウンとは，学生が伝統的にかつ主体的に管理，運営

している豊田高専のドミトリー(寮)の仕組みをタウン(街)

の振興に活用し，豊田高専を媒介として，山村地域住民に

加えて都市部に居住する小・中学生も交えて分野横断的な

教育活動，地域振興活動を結びつけて展開する活動であ

る (4)．この活動は，2015 年度より豊田市を始めとする行

政や地域活動団体等の支援をうけ，豊田高専ドミタウン実

行委員会を中心としたメンバーにより試験的に実施され

た．現在も毎月 1 回程度の頻度で，行政・地域活動団体・

山村・街との有機的な連携を図りながら継続した活動を行

っている．  

今後，豊田高専ドミタウンが地域の振興に貢献するコミ

ュニティの中核として，分野横断的な地域教育の発展に寄

与し，中山間地の振興を促し，継続的な活動を続けるため

には，高等教育機関としての豊田高専の教育，学生の特色
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を明確にし，一方で活動に対する地域のニーズを理解し，

ドミタウンの活動にフィードバックし続ける必要がある． 

本論文では，ドミタウン実行委員会が展開する活動に対

して活動に参画した豊田高専教職員による評価を調査す

ることを目的にアンケートを実施し，その結果についてま

とめた．   

２．アンケート調査の概要 

アンケート調査は，豊田高専の教職員を対象として実施

した．対象者は豊田高専の教職員のうち，ドミタウンの活

動に参画した 12 名を対象とした．表 1 に参加教職員の職

位をまとめて示す．本アンケート調査の回答者は，教員が

9 名，職員が 3 名で，合計が 12 名であった．このうち，

男性が 8 名，女性が 4 名であった．アンケートの実施時期

は 2015 年のドミタウンの活動が終了した後の 12 月下旬

から 2016 年 1 月上旬とした．  

 表 2 に教職員の参加状況を示す．豊田市内の小学生や，

地元小学生との交流のある 8 月のセカンドスクールおよ

び 10 月の秋祭りへの参加・地元小学生とのピザづくりへ

の参加人数が最も多く，各行事への平均参加人数は 7 名程

度であった． 

 アンケートの内容は，豊田高専の教育への評価ならびに

ドミタウンの活動への評価および継続に向けての課題抽

出とした． 

 

３．ドミタウンの活動への評価 

（１）豊田高専の教育への評価 

表 3 に「本校教育の長所として挙げられるもの及びその

理由について教えてください。」という質問への意見を項

目別に分類し，とりまとめた結果を示す． 

「学生に主体性があること、或いはその主体性を尊重し

ていること」という意見が 12 人中 7 人と最も多く，次に

「寮運営や学生会の活動が充実している」，「校外活動の機

会が多い」，「教員と学生の距離が近い」という意見が続い

た．このことから、多様で年齢層に富む学生が教員と協力

して寮運営や学生活動，校外活動への取り組み，主体性を

育んでいることが伺える． 

一方、表 4 に「本校教育の中で改善余地のあるもの及び

その理由について教えてください。」という質問への意見

を項目別に分類し，とりまとめた結果を示す．  

「教職員の学科横断的な連携、共有、協力が少ない」，

「学業や社会常識面で学外と比較しガラパゴス化してい

る」，「時間をかけて思考することが少なく，その場しのぎ

で行動する学生が多い」など幅広く意見があった．学生の

活動や考えが狭い世界で完結しガラパゴス化しており，高

専が本来もつ幅広い専門知識を生かしきれていない原因

の一つとして，回答にある通り，教職員や学生を問わず，

学科横断的な連携や共有，協力が難しい状況が存在するこ

とが挙げられており，改善の必要がある． 

 以上をまとめると，教職員からみた豊田高専の教育への

評価として，学生が学生同士，或いは教員を含めたチーム

表 3 本校教育の長所 ※括弧内は回答者数 
・学生に主体性がある、また主体性を尊重している（7）    
・寮運営や学生会活動が充実（3） 
・校外活動の機会が多い（3） 
・教員と学生の距離が近い（3） 
・多様性、年齢幅に富む（2） 

 
表 4 本校教育の短所 ※括弧内は回答者数 

・教員の学科横断的な連携、共有、協力が少ない（3）    
・学外と比較しガラパゴス化している（学業・社会常

識）（3） 
・時間をかけて思考することが少ない、あるいはその

ような機会がない（3） 
・教員が学生の高い要求レベルに応えられていない場

面がある（2） 
 

 

表 1 アンケート回答者の職位 

 男性 女性 

教員 6 3 

職員 2 1 

 

表 2 教職員の参加状況 

4 月 きよみ旅館大掃除 6 人 

5 月 野菜作付け 2 人 

6 月 地域清掃への参加 5 人 

7 月 交流バーベキュー 6 人 

8 月 セカンドスクール 15人 

10月 
秋祭りへの参加・地元小

学生とのピザづくり 
8 人 
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を作り，主体的に物事に取り組むことが出来る一方で，学

外・学科外・決められた制度外へのアクションが難しい状

況・教育環境が存在することが伺える．このことは，学生

が学科横断的かつ主体的に行動し，学外の組織と連携して

取り組むプロジェクトが求められることを示唆している． 

（２）ドミタウンの活動への評価 

図 1 にドミタウンへの教職員の評価を示す．2015 年度

のドミタウンの評価に関しては，大きな成果をあげた，ま

ずまずの成果をあげたとの評価が全体を占め，普通以下の

評価は無かった．また，継続への評価に関しては，継続す

るという評価が全体を占め，3 年程度の数年間にわたり思

考的に継続し，様子を見るという肯定的な意見が全体を占

めた．このことから，ドミタウンプロジェクトは初年度と

して十分な成果を挙げたことが伺える． 

 表 5 に評価の理由に関する自由記述を項目別に分類し，

とりまとめた結果を示す．「地域の人たちとの連携・交流

により学生が成長出来た」「学生が自発的に学科横断的に

連携する PBL が実現出来た」などの意見があり，前節で

述べた高専教育に必要な項目の一部がドミタウンにより

実現できていることがわかる．また，「ドミタウンの基本

的な枠組みを作ることが出来た」，「地元の方が続けたいと

願っていること自体評価できる」などの意見は，初年度の

目標の一つである，ドミタウンプロジェクトの骨子の確立

が達成できたことを示している． 

表 6 に「「ドミタウン」活動において来年度以降実施し

てみると良いと思われるもの、アイデア、改善点など、ご

意見願います。」という質問への意見を項目別に分類し，

とりまとめた結果を示す． 

アイデアでは，「企画部や運営部などをつくり組織化す

る」という意見が多くあった．この理由として，プロジェ

クトの初年度であるドミタウンの活動において，コア教員

が中心になり企画・運営し立ち上げを行ったことから，「中

心となる学生が不在」であり，「最後まで学生主体の活動

にならなかった」ことが課題として残ったためと考えられ

る．この結果，改善点として「規模の拡大に伴う教員への

負担の増加」が多く挙げられた．この課題は教職員対象の

アンケートに留まらず，学生を対象としたアンケートにも

見られた課題であり，今後学生を運営部や企画部などに組

表 5 ドミタウン 2015 への評価 ※括弧内は回答者数 
・地域の人たちとの連携・交流により学生が成長出来

た（3） 
・学生が自発的に学科横断的に連携する PBL が実現

出来た（3） 
・ドミタウンの基本的な枠組みを作ることが出来た

（3） 
・地元との方が続けたいと願っていること自体評価で

きる（1） 
 

表 6 来年度以降の活動へのアイデア・改善点 
※括弧内は回答者数 

アイデア： 
・企画部や運営部などをつくり組織化する（3） 
・より多くの教員の参加（3） 
・笹戸の方々に豊田高専へ来ていただくなどの相互連

携（2） 
・高専の課外活動との連携（1） 
改善点： 
・規模の拡大に伴う教員への負担の増加（3） 
・宿泊人数とスペースのアンバランス、体調不良者へ

の対応など（2） 
・栄養・衛生管理への配慮（2） 
・笹戸自身が立ち上がって行動し、事業を継続するた

めのアイデア（2） 
 

 

 

 
(a) ドミタウン２０１５の評価 

      
(b) ドミタウン継続への評価 

図 1 ドミタウンへの教職員の評価 
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織化し，教職員の仕事の一部を分担するなどして対応して

いく必要がある．また，改善点として，「笹戸自身が立ち上

がって行動し、事業を継続するためのアイデア」とあり，

笹戸を含めた地元の住民が主体的に活動することを促す

ための運営を行うことが必要である．さらに，安全面，衛

生面など，組織としての活動のための基本的な対応に不十

分な点があがり，改善する必要がある． 

表 7 に「ドミタウン参加者としての率直なご感想、ご提

案等をご自由にお聞かせください。」という質問への意見

を項目別に分類し，とりまとめた結果を示す．「楽しく活

動できた」，「学生に留まらず教職員にとって良い経験とな

った」という肯定的な記述が多くみられた．教職員が学科

横断的に多くの学生および教職員と交流し意見交換がで

きたこと，子供や地域住民との交流ができたことで，教職

員にとって希少な経験になったと考えられる．一方で金銭，

人員，行政の指針面で継続的な活動が可能か疑問と意見が

得られた．今後の活動を継続，発展するために，官学，お

よび他の団体と連携が重要である． 

４．まとめ 

本論文では，ドミタウン活動に参加した豊田高専教職員

に対してアンケートを実施し，ドミタウンの活動への評価

をまとめた． 

まず，教職員からみた高専教育環境として，学生が狭い

ネットワーク内でチームを作り主体的に活動可能である

一方で，組織外のネットワークへのアクションが難しいと

いう評価が多数存在することを明確にした． 

これに対し，ドミタウンの活動は，学科横断的で学生が

主体的に行動可能であり，組織外のネットワークと連携し

て取り組むことが可能なプロジェクトであるとの回答が

多数得られ，2015 年の活動が成果をあげたとの評価が回

答の全体を占めた．これにより，ドミタウン活動の継続に

肯定的な意見が全体を占めた． 

このことから，初年度のドミタウンプロジェクトは，活

動の目標の一つである，分野横断的な教育活動と地域振興

活動を結びつけた活動の遂行が達成されるとともに，基本

的な枠組みを確立でき，十分な成果を挙げたと考えられる． 

一方で，初年度の活動では，コア教員が中心になり企画・

運営し立ち上げを行ったため，完全に学生主体の活動にな

らず，学生の組織化など組織の枠組みに対する課題から，

安全，衛生面などの具体的な活動実行に関わる課題まで，

幅広い課題抽出ができた． 

以上により，ドミタウン活動が豊田高専のプロジェクト

として立ち上げが成功し，学科横断的で対外的な活動，地

域振興の場をはじめ様々な成果を創出したこと，今後成果

の創出が継続的に期待できることを，教職員からの評価に

より示した．本調査結果は，豊田高専ドミタウンの活動継

続のためのフィードバックに留まらず，今後の学校・地域・

企業が連携・協働し地域活性化を図るために有用となる． 
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補注 

ドミタウンの設立経緯，活動理念，活動内容，参加者など

は参考文献(4)で詳報されているので参照されたい． 
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表 7 ドミタウンの感想 ※括弧内は回答者数 
・楽しく活動できた（4） 
・学生に留まらず教職員にとって良い経験となった

（3） 
・大きな事故やトラブルなく活動できた（2） 
・金銭、人員で継続的な活動が可能か疑問（2） 
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